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えらが探してこいということでできるような状

況ではないっていうふうに思ってます。 

 したがって、私ども国の政策は国の政策とし

て、どういうふうにしてそれを地元の農業者の

方に活用いただくかということ、あるいは国の

制度にのっとった補助金とかいろんな制度の資

金等をいかに円滑に農業者の皆さんに交付させ

てもらったり、ご利用いただくかということの

お手伝いが基本だと思うんですね。 

 あとこうしたもののＰＲなんですけども、Ｐ

Ｒについても例えば午前中も町田議員のほうか

らブランド化の話がありました。レインボーの

ブランド化についてのお話もございましたけれ

ども、ブランド化というのは基本的にはある程

度量がまとまらないと、あと特色がないとだめ

なわけですね。一つの例としては行者菜があり

ます。行者菜については私どものほうからお願

いして生産拡大してほしいと。参加農家をふや

して量を億の単位の生産額になるようにしたい

ということで、お手伝いをさせていただいてま

す。一方で自分たちでＰＲはいろいろ考えてな

さるわけですね。それに対して私どもはお手伝

いをするというのがそういう形ではないのかな

と。それがある程度量がまとまったら市として

も農業者の皆さんと一緒にＰＲしていく。特産

品として全国に発信するということができるん

だと思うんです。特産品をつくるまでの部分も

お手伝いしますけれども、ＰＲも基本は生産者

の皆さんと一緒にやるものと。農家は余りかか

わらないで行政がやるものというふうには私は

思っていないので、その辺のところもし具体的

に何かあれば、漠然としたものじゃなくて、具

体的なものがあればご提言いただければ幸いだ

というふうに思います。 

○蒲生光男議長 ２番、梅津善之議員。 

○２番 梅津善之議員 わかります。市長のおっ

しゃるのはわかるんですけども、やっぱり市と

して特産品をつくるのも生産者と一緒にやって

いくのが一番いいのではないかと思いますし、

具体的な提案と申し上げても今やっている特色

のある長井市の農業を大規模化だけでなく、さ

まざまな面でご支援賜ればなと思ったところで

発言させていただきました。今後ともよろしく

お願いしたいと思います。 

 以上で終わります。ありがとうございました。 

○蒲生光男議長 次に、政党代表質問を行います。 

 

 

 赤間広議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 順位４番、議席番号１番、赤間

広議員。 

  （１番赤間広議員登壇） 

○１番 赤間広議員 公明党の赤間広でござ

います。皆様、大変お疲れのことと思いますけ

れども、少しいましばらく時間を頂戴したいと

思います。本日、代表質問をさせていただきま

すことに、市民の皆様に心より感謝申し上げま

す。 

 さて、東日本大震災から間もなく２年、被災

地では復興のつち音が響き始めました。改めま

して被災されました方々にお見舞いと、お亡く

なりになられた方々に対して衷心よりご冥福を

申し上げます。 

 先日の公明新聞には、いまだ戻らぬ家族や友

を待つ人々が東北６県で2,691人もいること、

その思いにこたえようと海上保安庁の保安官た

ちは連日、東北の海で行方不明者の捜索に当た

っている様子やその捜索の様子を身じろぎもせ

ず厳寒の海を見守っている家族、友人の様子な

どリアルにつづられておりました。 

 そしてそれを所管する太田国交大臣の言葉と

して、１人として置き去りにしないとの強い決

意と被災者の側に立った人間の復興を加速させ

たいと述べておられました。そしてまた、最前



 

―１００― 

＋ 

＋

＋

＋

線の海上保安官が毎日、海に潜り、探し続けて

いることに対し頼もしく思うとし、感謝の言葉

がつづられておりました。 

 平成25年度、内谷市長の施政方針にも、いか

にこの長井市をよくし、いかに長井の地を発展

させていくかと市政に対する熱いものが感じる

ことができたのは、私１人ではないと思います。 

 先々月、機会をいただき、学校給食無償化の

先進地であります相生市の行政視察をさせてい

ただきました。日本一子育てしやすいまちを目

指し、平成23年４月１日、子育て応援都市を宣

言され、若い世代を呼び込んで人口減少を防ぎ、

まちの活力を高めようと子育て支援や定住促進

のための施策を展開しておりました。 

 子育て支援の中身を拝見しますと、ほとんど

長井市とは遜色なく、ただ一つ違うのは給食費

の無償化と市長の思いが少し違うのではないか

と思います。しかしながら、平成25年度施政方

針を拝見すれば、私ごとを捨て市政に対する熱

き思いは同じであると信ずるものであります。

この熱き思いを給食費の無償化に力をかしてい

ただきたく切にお願いいたします。 

 この給食費の無償化は相生市長の谷口芳紀氏

の選挙公約でもあり、その施策の実現に対して

市民の応援と市議会のご理解を得、また行政職

員の何としてもなし遂げるという強い信念が形

となり得たものと思います。ぜひ長井市におい

てもお願いしたいと思います。 

 次に、胃がん対策とピロリ菌検査についてお

尋ねいたします。 

 毎年、約５万人が死亡している胃がんについ

て、大きな原因であるヘリコバクター・ピロリ、

ピロリ菌の除菌治療に保険適用を求める署名活

動を公明党が展開してまいりました。短期間で

ある中で98万2,969人分の署名が集まり、米沢

市在住の渡辺孝男参議院議員をはじめ、松あき

ら副代表、公明党地方議員とともに署名簿とあ

わせて要望書を昨年５月21日に厚労省に提出。

その結果、先月21日からピロリ菌除菌薬に保険

が適用されることになりました。 

 既に皆さんもご存じのとおり、全国の公明党

女性議員が団結して、乳がん、子宮頸がんの検

診無料クーポン券を09年に実現し、受診率向上

と早期発見につなげていることを改めてご紹介

したいと思います。まさに公明党は生命を守る

政党であることを声を大にして訴えたいのであ

ります。 

 さて、話を戻しまして、長井市においても胃

がん検診にピロリ菌検査を取り入れていただき

たくご提言申し上げるものであります。市長の

ご所見をお伺いいたします。 

 次に、小水力発電における長井市のこれから

の対応についてお伺いいたします。 

 今、再生可能エネルギーとして自然の力を利

用して電力をつくることが脚光を浴びておりま

す。その中でも特に当長井市では発電後の全国

でも類を見ない農業用水を利用しての発電であ

ります。まさに私が感ずるに、天からの贈り物

であります。さらに、もう１カ所別の場所にも

水力発電所が建設されるとお聞きいたしました。

まだまだこれからも農業用水が海に流れ落ちる

まで利用が可能となると思われます。そして今

後、県内はもとより全国より関係者の視察や観

光客が来市されることが予想されております。 

 小水力発電所が建設される場所は、歴史的に

見ても大変貴重な場所であります。興味深い場

所でもあります。後ろの山にはかつて絹の道と

して栄えた新潟県三面川河口までの行程。

6,000年ほど前と言われる小豆沢遺跡や狩りに

使用されたとする唐沢遺跡の落とし穴群など、

道照寺平を登れば長井ダムの堰堤を眼下に見お

ろすことができ、その眺望はすばらしいものと

伺っております。 

 少し下流に行けばかつて上杉藩の時代、1757

年、宝暦７年の洪水に幕府と上杉藩から資金を

調達して建設された全長450メートルに及ぶ石
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積み堤防、平山の締切堤防遺構。さらにダムの

上流に行けば中の沢金山跡、５貫目も砂金がと

れたと言われる五貫沢、そこでの砂金とりトレ

ッキングなど、歴史的結びつきとスカイエリア

構想など、観光と結びつける場所がたくさんあ

ります。この際、全国に発信していくべきと考

えますが、いかがでしょうか。 

 また、民間企業で計画されておりますメガソ

ーラー発電も興味深い事業と考えます。長井市

としてソフト面、ハード面でどのようにバック

アップしていかれますか、市長のご所見をお伺

いいたします。 

 次に、公立学校の耐震化及び老朽化対策の推

進についてお尋ねいたします。 

 学校施設は子供の学習、生活の場であるとと

もに、災害時には地域住民の応急避難所として

の役割を果たすため、その安全性の確保は極め

て重要であることは、皆様も存じおきのことと

思います。 

 山梨県の中央道笹子トンネル天井板崩落事故

後に、にわかに非構造物の耐震化に注目が集ま

ってきたわけですが、今まで当長井市でも学校

の耐震化には積極的に取り組んできたわけであ

ります。天井、照明器具、外壁、内壁、そして

先ごろ平野小で起きたバスケットリングの落下

など、非構造物に対する耐震化や老朽化に対す

る対応はいかがでしょうか。また、水道・電

気・ガスといったインフラについてはいかがで

しょうか。あわせて市内にあります体育施設に

ついてもお尋ねいたします。 

 次に、空き家対策条例の制定についてお尋ね

いたします。 

 空き家対策の先進地であります相生市にて視

察してまいりました。当長井市だけでなく、い

ずれの地でも高齢化が進み、空き家をいかに対

処すべきか、問題になっております。昨年度、

長井市においても雪の重みに耐え切れず歩道に

崩れてきたことを思い出されます。一歩間違え

ば大惨事になったものと思われます。 

 相生市での取り組みとして、市民の住みよい

環境を守る条例として空き家の適正管理をする

ため、解決する直接的な法律を制定しておりま

す。特徴として市長の勧告及び命令することが

できることです。長井市においても今後このよ

うな条例を制定していくべきと考えますが、市

長のご所見をお伺いいたします。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 公明党の赤間議員からは情熱あ

るご提言をいただきまして、ありがとうござい

ます。議員から五つご提言をいただきましたの

で、お答えをさせていただきたいというふうに

思います。 

 まず最初、子育て応援都市を全国に発信とい

うことで、相生市のように学校給食を無償化す

ることができないかと。子育て世代の定住化を

促進すべきではないかというご提言でございま

す。赤間議員からは学校給食の無償化について

昨年９月と12月の定例議会の一般質問でご提言

をいただいております。議員の子育て支援に対

する熱い思いにはまず敬意を表したいというふ

うに思います。 

 先ほど午前中の不妊治療とか不育治療等々の

今までできなかったことを何とか25年度からし

たいということで、そういったことも一環でご

ざいます。また、後ほどお話ししますが、健康

のためのさまざまな検診率を上げることと同時

に、市民の皆様の負担を減らす、あるいは検診

できる方の対象年齢を広げるといったことも、

なかなか今までできなかったことを25年度から

しなければいけないということで予算を確保し

たところでございますが、予算の過程の中で決

して、じゃあ、何でもできる財政状況になった

かっていうと、まだまだ厳しいものがございま

す。 
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 ことしは財政調整基金の１億円を繰り替えさ

せていただくというようなことで予算を組んで

るわけではございますが、実際のところ、予算

要求から査定の段階でもう３億円、４億円の予

算要求を削らざるを得ないという状況がまだ実

はかなり続いております。それは例えば福祉の

ほうの予算であったり、あるいは農業などの産

業振興、商工振興、観光振興、そういったもの

であったり、また教育の部分であったり、市民

生活に直結するいろんな部分であったり、そう

いうようなものがまだまだ財源的には余裕がな

い。そんなことでもう少し財政をより健全化し

てからということで、25年度も限られた部分し

かできなかったという状況がございます。 

 これまで答弁させていただきましたように、

学校給食については現時点での無償化に対する

基本的な考え方は、やっぱりちょっとまだ難し

いのかなというふうに思っております。ただし、

先ほどの梅津議員からもございましたように、

農業の例えば安全・安心でいい農産物を生産し

ていただいてるわけです。また、午前中の町田

議員からもあったように、レインボープランの

農産物等々、一生懸命つくっておられる農家の

方いらっしゃいますので、そういった方々の思

いをきちんと受けて、子供たちにそういった栄

養価の高い安心・安全な農産物を学校給食とし

て食べていただけるようにできたら、こんなに

いいことはないだろうなということは感じてお

りますが、ちょっと現時点ではなかなか厳しい

ということでございます。 

 学校給食は子育て支援関連施策の一環で重要

だと認識しておりますが、子育て支援で優先す

るのはまずは医療費の無料化だというふうに考

えておりまして、長井市は現在、小学校６年生

まで無料化を行っており、これは県内13市の中

では長井市が２番目でしたけれども、やはりど

んどんほかの市町村も充実しておりますので、

やっぱり長井市以外にもそういったところがど

んどん出てきております。そんなことでまずは

中学生までの無料化を実現したいというふうに

思っております。 

 また、健康関係でいえば、検診の利用料など

もやっぱり将来的にはもっと下げる、あるいは

無料化ということなども実現したいものだなと

いうふうに思っております。 

 これまでの答弁の繰り返しになって恐縮では

ございますが、学校給食の無償化を実施した場

合、新たに毎年１億2,000万円程度の多額の一

般財源が必要となります。これは一度やったら

もうやめられないわけですから、これは相当、

公共事業にすれば20億円、30億円ぐらいに匹敵

するような公共事業にも値しますので、やっぱ

りある程度時期を見てせざるを得ないのかなと

いうふうに、大変申しわけなく思いますが、そ

のように考えております。 

 また、小中学校の大規模改修や文化、スポー

ツ体育施設の整備などを今後10年以内にさまざ

まなものを予定しておりますし、子育てや教育

関連で今後必要と思われる多額の財政需要を考

えますと、現時点では学校給食の無償化につい

て明確にお答えできる段階にないということを

ぜひご理解いただきたいと思います。 

 今後、給食費の無償化などを含めた多様な子

育て応援施策が具現化できるような環境づくり

に努めてまいりたいと思います。また、学校給

食共同調理場の施設もこの10年以内に新たに建

設しなきゃいけないという状況になっておりま

す。恐らく10億円前後かかる工事というふうに

考えておりまして、その辺などもご理解いただ

ければありがたいと思います。 

 次に、２点目の胃がん対策とピロリ菌検査に

ついてお答えいたします。 

 最初に、長井市の胃がん検診実施状況でござ

いますけれども、胃がん検診の受診者数は平成

22年が2,094人、23年が1,993人、24年が1,934

人とやや減少傾向にございまして、受診率向上
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対策が必要であるというふうに考えております。 

 そこで多くの方が受診できるよう来年度の胃

がん検診の個人負担金を現在2,300円から1,000

円ということで1,300円大幅に引き下げまして、

予算を計上させていただいております。こうい

った検診料金の変更やがん検診受診の必要性に

ついて市報やホームページ等で積極的にＰＲし

ていきたいと考えています。 

 また、議員の質問のピロリ菌検診でございま

すけれども、胃がんの原因はピロリ菌の感染が

大きくかかわっているということがわかってる

状況にございます。また、年齢が上がるにつれ

て感染率が高くなりますけれども、除菌するこ

とで胃がんの発生率を低くすることができると

されているようでございます。 

 最近では胃がんの危険要因であるピロリ菌感

染と萎縮性胃炎を血液検査で判定できる胃がん

リスク検診、これＡＢＣ検診ということだそう

ですけども、これが早期発見に有効と注目を集

めているようでございます。ただ、厚生労働省

で推奨している胃がん検診はバリウムによる胃

部のエックス線検査でございまして、その他の

検査は推奨されていない状況にございます。厚

生労働省のがん検診のあり方に関する検討会に

おいて、現在、一部の市町村で実施されている

胃の内視鏡検査やペブシノゲン法、ピロリ菌検

査などの検査方法が住民検査として有効かどう

かの検証に入る予定でございまして、長井市に

おいても国や県の動向を見ながら実施を検討し

てまいりたいと考えております。 

 次に、３点目の小水力発電における長井市の

これからの対応についてお答えをしたいと思い

ます。 

 まず最初に、赤間議員から非常に夢あふれる

いろいろ提言いただきましたけれども、観光サ

イドのほうから申し上げますと、視察などで長

井市に入ってこられるお客様には、視察もとに

いち早い観光情報と地域情報をお伝えし、ＰＲ

にまず努めていかなきゃいけない。その辺の連

携をしっかりできるように体制を整えたいと思

っております。 

 また、平成25年度から本格的な観光のポータ

ルサイトを構築、オープンするところです。観

光情報のみならず、歴史上の情報まで掲載し、

広くＰＲ、全国に向けて発信していきたいとい

うふうに思います。このサイトはフェイスブッ

ク等の参加型スタイルを取り入れることやブロ

グ等の投稿で県のポータルサイトと置賜のポー

タルサイトに自動的に掲載される仕組みをとっ

ております。市内の団体のＰＲもカバーできる

仕組みになるかと思います。 

 また、今回メガソーラー発電に取り組まれる

民間の事業者からはご相談をいただいておりま

して、事業実施に必要な情報等がある場合は提

供していきたいなというふうに思っております。

民間の収益事業、再生可能エネルギーのメガソ

ーラーは収益事業ではございますけれども、長

井市としては再生可能エネルギーの導入を推進

する見地から、行政で支援できることがあれば、

その都度相談に乗っていきたいというふうに考

えているところでございます。 

 次に、４点目の公立学校施設の耐震化及び老

朽化対策等の推進についてということでござい

ます。 

 当市学校施設の耐震化については、この数年

間、集中的に取り組んだ結果、非木造小中学校

施設の耐震化率がこの３月末で100％に達しま

して、児童生徒、教職員が安全・安心に勉強で

きる学校生活の場として、また非常災害時にお

ける地域住民の避難生活のよりどころとしての

機能を確保することができました。 

 ご質問の非構造物の耐震化については、東日

本大震災での屋内運動場等の天井材、また照明

器具、窓ガラス、体育機器といった非構造部材

の天井落下被害により大きく注目されることに

なりました。これは議員からもあったようにご
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指摘のとおりでございます。 

 現在、文部科学省の学校施設における天井等

落下防止対策等の推進策に従いまして、屋内運

動場、武道場、講堂など、大規模空間を有する

施設等の調査点検等を進めてるところでござい

ますが、国土交通省が示した天井脱落防止対策

に係る技術基準原案、これは天井高が６メート

ル以上かつ天井の面積が200平米以上であるつ

り天井のある部屋に照らし合わせたところ、新

建築基準の適合義務づけが見込まれる市内学校

施設は、豊田小学校の多目的ホール天井と長井

北中学校体育館のワイヤーメッシュ格子天井と

なるようでございます。 

 今後の対応策といたしまして、豊田小学校多

目的ホールについては、現在、検討してる市内

小中学校大規模改修計画において、豊田小学校

校舎の大規模改修を平成26年度に実施したいと

いうことで検討しておりますので、老朽化対策

とあわせて耐震化、天井落下防止対策を図って

まいりたいと考えております。また、長井北中

学校体育館についても速やかに耐震対策を講じ

たいと考えております。 

 天井以外の非構造部材の技術基準はまだ示さ

れていない状況でございますけれども、昨年、

平野小学校体育館バスケットゴールの破損事故

が発生したことから、学校体育館バスケットゴ

ールの経年劣化が顕在化している可能性がござ

いますので、３月補正でお認めいただいた点検

作業を早期に行いまして、設置業者の専門技術、

ノウハウの提供を受けながら、早急に老朽化落

下防止対策を講じてまいりたいと考えてるとこ

ろでございます。 

 最後に、５番目の空き家対策条例の制定につ

いてということでございます。 

 空き家対策については、今年度、平成24年度

に山形県と県内市町村、25市町村だったと思い

ますが、構成する空き家対策検討会が設立され

まして、検討会の結果として、空き家対策に係

る対応指針が示されたところです。その中で、

空き家の課題として所有者等の適正管理がされ

ていないこと、行政による実態把握が進んでい

ないこと、また空き家対策の条例を制定してい

る市町村が少なく、対策の実効性が低いことや、

家屋を撤去し更地にした場合、固定資産税の優

遇措置の適用が受けられず、税額がケース・バ

イ・ケースではございますが、最大では約６倍

になるなどの課題が示されたほか、具体的な空

き家対策やモデル条例などが示されたところで

ございます。 

 長井市といたしましては、さきに空き家の所

在地調査、あわせて空き地、廃屋など、所有者

などの状況を把握し、老朽危険度の判定や所有

者の意向調査を行うため、平成25年度予算にお

いて空き家等台帳整備業務委託料を計上してる

ところでございます。今後、調査の進捗にあわ

せて空き家対策条例制定の検討を行い、所有者

等の責任を明確にするほか、空き家の利活用や

解体に対する助成制度などについても検討しな

がら、そういった条例等の制定についても検討

してまいりたいと思っております。 

 なお、もし仮にこの条例等を制定したとして

も、市長が勧告はできますが、命令という権限

はございませんので、これはあくまでも民法が

上位法でありますので、私ども市町村の条例で

は命令ということで権限がそこまでは及ばない

ということがございますので、やはりこれは地

域住民の皆様からもご協力をいただきながら、

一体となって取り組む対応が必要だというふう

に考えてるところでございます。 

 私のほうからは以上でございます。 

○蒲生光男議長 １番、赤間広議員。 

○１番 赤間広議員 ありがとうございました。

本当に市長には３度、私、給食費の無償化って

いうことでお尋ねさせていただいたんですけど

も、まだまだ私の勉強不足というんですか、熱

意が伝わらないのかなということで、本当にが
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長、施政方針なんかでも述べられておりますけ

ども、本当にこの長井市を本当に愛しているん

だなと、市民のことを思って一生懸命日夜、そ

れこそ寝ないで頑張っておられるというような

お話も聞いております。ここで市長と私で若干

の意見の差はあるんですけども、したいってい

う方向性は同じだと思うんですけども、それは

どうでしょうか。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 目標としてはぜひ実現したいと

いうふうに思います。ただし、その施策が許さ

れる条件っていうのがいろいろあるかと思いま

して、例えば相生市は長井市とあんまり人口規

模は変わらないんですよね。ただし、財政の状

況はやっぱり長井市よりはずっといいというこ

とと、あと各種の基金が非常にあると。財政調

整基金も25億円ぐらいあると。基金全体で85億

円ぐらいあるそうですから、そういった昔から

財政的にはきちっとしていた自治体なんだなと

いうふうに感じたところでございます。 

 私どもやっと普通の市町村並みの財政に近づ

いたということでありますので、そこに１億

2,000万円から１億四、五千万までもしかした

らかかるかもしれませんけども、そういったと

ころが毎年固定費としてぐっとかかわって来る

わけですから、そうしますと例えば福祉の部分

であったり介護の部分であったり、あるいは市

民の健康を守る、先ほどの不妊治療とか子育て

支援でもさまざまな部分がありまして、そうい

ったところを総合的に見ながら、やっぱりどこ

かでしたいと。ぜひその辺は赤間議員からもお

力添えをいただいて、全額無料っていうのは最

初からできるかですけども、何らかの形で支援

することは子供たちにとって私はいいことだと

思うんですね。保護者というよりも子供たちに

長井の特色ある学校給食を、食材を食べさせた

いという思いがございますんで、まず夢を実現

できるように頑張りたいと思います。引き続き

のご指導をお願いしたいと思います。 

○蒲生光男議長 １番、赤間広議員。 

○１番 赤間広議員 ありがとうございます。

何か少しこう光が見えてきたような感じがする

わけでして、本当にやっぱり市長も私と思って

ることは一緒だと。だけどもしたくないと、今

はできないという意見ですよね。そういう、給

食っていうのは私たちの未来を担っていく子供

に提供するわけでございます。犬や猫、それこ

そ家畜にやるようなことではないわけですんで、

ぜひその重みっていうのを感じていただいて、

例えば、じゃあ、いつごろまでにしたいとか、

そういう。今はできないけんども、じゃあ、来

年ぐらいから半分ぐらいはしたいとか。じゃあ、

それがだめならば、じゃあ、どうすんのか、み

んなで考えていきたいと思うんですけども、も

う１回、熱い決意、内谷市長からお聞きしたい

んですが。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。本当に赤間

議員は熱意を持って給食の無償化ということに

取り組まれてるということに改めて敬意を表し

たいと思いますが、児童センターの給食という

のはこの１月から保護者の皆さんのご理解と、

児童センターの職員も協力をするということで

実現したわけですけども、そこに100円程度支

援してるわけですね。これは学校給食というも

のは食材の部分については保護者の皆さんから

ご負担いただいてるんですね。ただし、調理の

部分については市のほうでそれを担ってるわけ

なんです。今度、食材の部分も市でということ

については段階を、ステップを踏んでやっぱり

長井市の場合やらざるを得ないだろうと。 

 ですから、相生市は、これは一つ市では唯一

なんですね。812の全国の市の中では相生市だ

けです、学校給食が無償というのは。だからこ

そ長井市も２番目をねらったらいいんじゃない
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かっていうのは、非常に私でも議員もそうです

けど、選挙をする者にとっては心引かれるわけ

ですけども、しかし、それがずっと後々に重荷

になるような安易な決断もできないだろうとい

うことで、バランスを、長井市の場合は15年も

市民の皆様にいろんな意味での行革に対するご

理解、ご協力をいただいたわけですから、そう

いったところはある程度市民の皆さんも、ああ、

ようやく我々も普通の市町村、あるいは普通の

市町村よりもいい福祉を受けられるようになっ

たなと。そこから今度は新たに学校給食とかっ

ていう特色を出さざるを得ないのかなというふ

うに思ってます。 

 したがって、私どもも４年ごとの任期をいた

だいていますので、いついつっていうことはち

ょっと今申し上げられるような状況ではござい

ませんが、やはりこれらについて子育て支援と

してぜひ市民からのいろんな要望がいただけれ

ばやりやすいなと。ただし、そういった要望っ

ていうのは今のところそれは無償化になったら

うれしいということは皆さん、そうだと思いま

す。あとは大変おいしい安全・安心な長井の農

産物を使った給食っていうのは、これは望まし

いわけでございますけども、そのところは状況

を少し見させていただいてからでないと、具体

的なところはちょっと申し上げられないのかな

と。非常に残念ですけども、今の段階ではぜひ

ご了承いただきたいと思います。ぜひこれから

も赤間議員と一緒に情熱を燃やして、そういっ

たことを実現できるように頑張りたいと思いま

す。以上です。 

○蒲生光男議長 １番、赤間広議員。 

○１番 赤間広議員 ありがとうございます。

本当に厳しいお話で、本当にこのまま私やめて

帰んなければいけないっていうことが本当に心

残りでならないわけであります。 

 私も企業に勤めておりまして、やっぱり子育

て支援、同僚って言わないですね、後輩たちが

何人か知っておるんですけども、やはりこう言

っちゃなんですけども、長井市よりも子育てし

やすい、私は南陽市にうちを買ってあっちさ住

むっていうＴ君とか、あとＳ君なんかも南陽市

に行っちゃったんですけども、あともう１人は

Ｏ君っていう人は飯豊町にうちを買っていった

と。やっぱり子育て支援、何でやっていうと、

そっちのほうがいいからだって、こう言うわけ

です。何か特色ある施策っていうのをしていか

ないと、ほとんど山形県内でいえば標準化され

たような感じで、特色のある市町村っていうの

はほとんどなくなってきたっていうことです。 

 それをもっていかないとこれから３万人復活

プランなんかもなかなか難しいんじゃないかな

と。そうやって若い人たちが定住していただく

ことによって、長井市の商店とかそういったと

ころも活性化して、そこで生活していくってい

うことで経済が起きていくっていうんですか、

そういうことになっていくと思うんです。やっ

ぱり特色あるものをつくり出すためにも、この

子育て支援の一環として何としても給食費の無

償化っていうのを実現していただきたいなって

いうふうに私は考えます。 

 もう１点なんですけども、給食費っていうの

はやはり戦後、私は戦後生まれであんまりわか

んないんですけども、食糧難の時代に学校給食

をされたとき、日本全国財団法人学校給食会っ

ていうのが設立されたと聞いております。そう

いったところから食料がないときものを集める

っていうんですか、物量確保っていうことで確

かにそういう役目、その当時はあったと思いま

す。今現在、もの的にはかなり豊富になってい

るわけで、もちろん給食会が担っているのは恐

らく今ですと質とか安心・安全っていうところ

に主眼を置いて頑張っておられるところだと思

うんですけども。 

 これがちょうど一つの例なんですけども、栃

木県足利市ですか、学校給食会を通さず地元の
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しを行ったっていうこと、そういうことも聞い

ております。そうすることによって給食費を

100円だけなんですけども、下げたというよう

なことがあるわけです。ただ単に給食費の無償

化無償化、補助はできません。そうじゃなくて、

やっぱり給食を提供する市の側としても何らか

の値下げ交渉っていうんですか、買う場所、納

入してくださる方を募ったり探したりしていく

っていうことも大切なんじゃないかなというふ

うに考えます。 

 そういったことを今後いろいろ検討していた

だいて、何ぼでもよし、先ほど市長が言われた

ように、児童センターのほうには100円の補助

って、週３回でしたっけ、あれは。そうである

ならば学校給食にも週３回でも４回でも結構で

すから、100円ないし何か補助をしていただけ

るような方向性はないでしょうか。ちょっとお

聞きしたいんですが。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。赤間議員か

ら足利の例を挙げていただいて、学校給食会っ

て、これ文部科学省のほうからの指導でそうい

ったところを通して安定的にきちんとした食材

を提供しなさいということだったというふうに

思ってますが、長井市のほうでは地元から買わ

せていただく食材の中で野菜、肉等について、

今までは学校給食会っていうある一定のそこに

入ってる業者さんしか参加できませんでしたけ

れども、民間のいろんな企業のほうから要望が

ありまして、我々もぜひ参入させていただきた

いということから、その都度入札でしておりま

して、実態としては値段も下がりましたし、よ

り質のいい食材が入ってるというふうに思って

おります。 

 また、レインボーの虹の駅なんかとか、そう

いったところでレインボープランの認証野菜を

ぜひ学校給食にということでそういったことも

頑張っていただいてますし、そういったところ

でのできるだけの努力は長井市はしてきてると

思ってます。 

 実はこういう話がありました。２月に山形県

内の市長会がありまして、その中で医療費の要

は無償化をどういうふうにやってますという市

長さん同士での意見交換だったんですけども、

やはり大部分が小学校３年生まで。特に大きい

市になればなるほど負担が大きくなるもんです

から、小学校３年生までしか無料化してません。

私どもは６年生までしてるグループ、三つか四

つぐらいあるわけですね。あと一つだけ中学校、

二つか。二つだけ中学校までしてるんですが、

そこである市長さんから、いや、我々こんなこ

とで競争したってしようがないと。こっちの水

は甘いぞということでみんなそっちに行くよう

なそんな施策はおかしいと。国、県が医療費を

ちゃんとこうしようっていうことで決めて、無

償化だったら無償化と、それに我々も負担して

いくと、そういうやり方が本来あるべきじゃな

いかと。私もそのとおりだっていうふうに申し

上げたんですが、結局学校給食もそういうこと

なわけですよね。 

 赤間議員がおっしゃったように、確かに私も

聞いてます。例えば周りのまちで子育てしてる

人、子育て中のご家族がうちに来ればアパート

支援を安く入れますよと、こういうことで長井

の方も移っておられた方は何組かいらっしゃる

っていうふうに聞いてます。あとうちを建てる

ときこういうことを支援するからそっちがいい

ぞ。でもそれはばらまき合戦してもこれはしよ

うがないと私は思ってるんです。本当は学校給

食っていうのは、赤間議員おっしゃるとおり、

公明党さんとしてもぜひ力を入れていただきた

い部分でして、そこを国全部なんていうのは無

理ですから、国でも一定程度推奨して補助しま

すと。それに県と我々市も補助して半額だとか

無償化だとか、そうするべきだと思います。そ
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れを我々市が無理して、本当はもう少し例えば

特老の待機者を減らしたいんだと。そちらのほ

うにお金をかけたいんだけども、それを我慢し

て子供にかけるっていうのはお年寄りは理解し

てもらえるかもしれませんけども、私は市民全

体を考えた場合、それはやはりいろんな立場の

人がいらっしゃるわけですから、子育ては重要

ですけども、やはりそういったところは国でき

ちっと方針を出すべきだと。 

 ですから、公明党さんは大衆の党であります

から、大衆こそ主役だということでございます

んで、ぜひ公明党さんのほうから自民党の今の

政権のほうに働きかけていただいて、そういっ

た学校給食に対するもっとしっかりとした支援

策を講じていただくようにぜひお願いしたいと。

私は私でまず少なくともいろんなことをきちっ

とやりながら、長井市独自でも特徴ある子育て

支援策としてそういったことを一日も早く実現

できるように努力してまいりたいと思います。

いや、大変恐縮でございますけれども、そんな

ことでご理解を賜りたいと思います。 

○蒲生光男議長 １番、赤間広議員。 

○１番 赤間広議員 前回も同じようなことで

大変つらいところを突かれてしまって、市長も

何か覚えられたみたいなことで。そうなると話

が前に進まないんですよね。やっぱりある程度、

市長も長井市の都市再生整備計画っていう公約

にうたわれたところを掲げて市長の公約として

なられたわけでありますから、そう言ってしま

えば国が皆悪いのだからっていうことになって

しまうわけで、そうじゃなくて、思いっていう

のは伝えるだけでなくて、実行しないとだめだ

と思うんですよね。 

 ここで時間もあんまりないんで、何だかんだ

言っても結局また公明党が国会で何かしろとか

って言われてしまうのかなと思ってちょっと残

念なんですけども、そういう言葉を聞くってい

うのは。だけども子育て支援っていうのは、み

んなが長井市に住む全員がかかわっていかなき

ゃいけないわけなんで、私なんか３人兄弟で一

つのまんじゅうを三つに分けて食ったもんです

から、やっぱりそういったことを考えればよし、

多少なりとも補助なんかしていただければなと

いうふうに考えたところなんですけども。 

 これは今後、私、勉強もっとさせていただい

て、また予算総括とか次回の一般質問とかでさ

せていただくようにしないといけないのかなと

いうふうに考えてます。 

 それでは、いつまでもこの件についてお話し

するわけにも私まいりませんので、胃がん対策

とピロリ菌検査について。 

 さっき市長が大変すばらしいことを言ってい

ただいたわけですね。全国ではもうこうなんだ

というようなことで、ちょうど同じようなこと

が血液検査でリスク判定ができるというような

こと。実際これ静岡県の藤枝市でことしの４月

からですか、エックス線検査、バリウム検査を

廃止して血液検査によるピロリ菌の有無と胃の

粘膜の萎縮度を調べるというようなことをする

ようになったそうです。そうするとやっぱりど

うしてもバリウムを飲んでしまうと胃腸の弱い

方とか高齢者の方の負担が物すごく大きいんだ

そうですね。そういったことを考えれば、ピロ

リ菌の検査もしくはこういうふうなやり方で今

後、長井市としてもやっていかれたらどうでし

ょうかというふうに考えます。 

 先ほど申し上げましたとおり、約５万人ぐら

いの方が全国で胃がんだけですよ、胃がんだけ

で５万人ぐらい亡くなってるっていうことなん

ですよね。もちろんピロリ菌だけが全部原因じ

ゃないんですけども、恐らく９割方、９割以上

かな、そういう原因菌によって胃がんでなくな

ってるっていうことが事実あるわけなんで、そ

の辺のことも今後、市長、もう一度長井市でど

のようにやっていかれるかっていうの決意を込

めて明るい希望のほうで返答をお願いしたいと
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思います。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 25年度についてはちょっともう

当初予算は組んでございますので、これは難し

いと思います。先ほど答弁いたしましたように、

厚生労働省のほうでもこういう新しい検査方法

が大勢の市民の皆さんの検診なんかで有効かど

うか検証に入る予定だということでございます

ので、できればその時点で一緒にしたいという

ふうに思ってます。ただし、赤間議員からあっ

たように、そういう検診方法があるんですけど

も、それらについてこれは極めて有効だという

ふうに例えば私どもの健康のほうの統括監って

いますので、これは先生、長井病院の前院長先

生ですけども、そういった方々からこれ大丈夫

だよというような、そういったことでのきちっ

とした確証があればそういったことに変えるこ

とも、国は時間がかかるとしたら、おっしゃる

ように大変バリウムのエックス線検査っていう

のは負担が大きいですから、そういったことも

検討できるというふうに思っております。以上

です。 

○蒲生光男議長 １番、赤間広議員。 

○１番 赤間広議員 ぜひ本当に命がかかって

るっていうことで、前向きに検討していただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

 次に、小水力発電と観光を結びつけて、私が

提言したのはそういったことを全国に配信して

いったらどうかということなんですけども、本

当に私も余り歴史のことはわからなかったわけ

なんですけども、詳しい方にお聞きすると本当

に元長井ダムの発電所、昔の発電所あったあた

りはすばらしい歴史的な遺跡がたくさんあると

ころなんだというようなことをお聞きしたわけ

です。本当に夢のあることだななんていうふう

に思っております。 

 カリフォルニアのゴールドラッシュなんかも

本当にたった１人の人が発見したことによって

何百万人もの人がもう全世界から押し寄せたっ

ていう、そこまではいかないとしても、何か夢

的には中の沢金山とか五貫沢とかっていうとこ

ろがあるということなんで、そういったところ

もぜひ観光パンフレットとか、そういったとこ

ろに入れていただければ集客、長井に来られる

人をもっともっとふやすことができると思うん

ですけども、ぜひよろしくお願いしたいと思い

ます。もう一度その件についてよろしくお願い

します。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 赤間議員おっしゃるように、非

常におもしろい観光資源となるものがたくさん

あるわけでございますので、やはりこれ仕掛け

の仕方だと思うんですね。ただ発信するだけで

はなかなか難しいので、いかにそういった貴重

な資産をつなげて、どういうふうにして人に来

ていただくように仕掛け、なおかついらしてい

ただいてもお金を落としてもらわないと観光と

しての価値がないわけですから、そういったと

ころなどもやはりいろんな関係する団体や地域

の皆さんから意見をいただいて、仕掛けをつく

っていかなきゃいけないと思ってます。ありが

とうございます。 

○蒲生光男議長 １番、赤間広議員。 

○１番 赤間広議員 ぜひソフト面、ハード面

でいろいろとご支援なんかいただければ、長井

市の活性化にプラスになると思います。 

 本当に時間がなくなってまいりましたので、

ぜひ一つやっぱり学校、本当に長井市は市長の

ご理解が大変よかったっていうことで本当に安

全対策、耐震化っていうのはほとんど終わった

ということで本当に頼もしく思っておるところ

です。 

 ただ、非構造物に対してまだまだもう少しし

っかりと検証していかなければならないと思い

ますので、ぜひ今後とも安心・安全な学校教育、

もちろん学校教育だけじゃないわけで、そこで
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市民なんかも避難所として何かあれば使うわけ

ですんで、ぜひしっかりと対応していっていた

だきたいと思います。最後に、その件について

何かよろしく、コメントをお願いします。 

○蒲生光男議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。学校につい

てはそういったいわゆるつり天井みたいな危険

なものがないかということを、おかげさまで予

算は補正でお認めいただきましたので、早速再

度点検しながら、子供たちにとって安全・安心

な学びの場であるよう今後とも整備等々につい

て努力してまいりたいと思います。ありがとう

ございました。 

○蒲生光男議長 １番、赤間広議員。 

○１番 赤間広議員 ありがとうございました。

これで私の質問を終わります。 

○蒲生光男議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は３時20分といたします。 

 

 

   午後 ３時００分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○蒲生光男議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○蒲生光男議長 次に、順位５番、議席番号４番、

今泉春江議員。 

  （４番今泉春江議員登壇） 

○４番 今泉春江議員 今泉春江でございます。

日本共産党を代表し、内谷市長に３点について

質問します。 

 まず、第１は特別養護老人ホームの入所待機

者についてであります。 

 私は、12月議会で市長の９月議会での私の福

祉施設増設を求めた質問への答弁が、市内特別

養護老人ホームや老人保健施設には待機者が実

質的にいない状況が出ていると、いかにも市内

の特別養護老人ホームと老人保健施設には入所

待機者がいないとしかとれない事実に反する答

弁であったため、私は実態を調べた上、現に入

所希望者が260人もいる事実を上げ、次の三つ

の理由から市長答弁を訂正するよう求めました。 

 １、事実に反する答弁を認めることは厳粛な

議会の権威を失墜させることになる。２、現に

入所を待ち望んでいる方々をないがしろにする

ことになる。３、こうした認識からは待機者の

願いにこたえ、施設をつくる真剣な努力が出て

こない。これに対し市長は、調査したところ、

市民の待機者は現在167名で、実質待機者は120

名ぐらいになると明らかにしました。それなの

に市長は９月議会の答弁は待機者がいませんと

は言っておりません。入所する人がいない事実

もあって待機者がいないと推定されると述べた

ものであり、陳謝や削除は考えていないと答え

ました。 

 しかし、私が調べてみると、あきが出たので

入ってくださいといっても入る人がいない、待

機者がいないと市長が答弁した根拠は、その時

点の寿泉荘の場合を上げたもので、260名も入

所を待っている慈光園は視野に入っていません。

しかも慈光園だけではなく、ほとんどの特別養

護老人ホームが入所待機者を抱えており、入所

希望が定員ぎりぎりという施設は県内でも最も

早く開設し、建物も古い寿泉荘だけといってよ

く、例外的と言えます。したがって、寿泉荘の

例を挙げ、待機者がいない例とすること自体不

適切です。 

 しかも市長答弁は市内の特別養護老人ホーム

と老人ホーム全体に待機者がいないかのような




